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未
　
来
　
へ

第
１
章

さ
ざ
め
く
　

人
と
自
然
が
さ
ざ
め
き

生
命
力
に
あ
ふ
れ
る
　

賑
わ
い
の
ま
ち

仰
ぐ
み
ど
り
の
　
鷲
尾
岳

島
影
映
ゆ
る
　
西
海
に

強
く
雄
々
し
く
　
生
き
よ
う
わ
れ
ら

あ
ゝ
　
美
わ
し
の
　
佐
々
町
は

夢
あ
り
　
愛
あ
り
　
誇
り
あ
り

お
ど
る
銀
り
ん
　
佐
々
川
の

流
れ
に
浮
か
ぶ
　
城
の
辻

希
望
に
燃
え
て
　
伸
び
よ
う
わ
れ
ら

あ
ゝ
　
明
日
ひ
ら
く
　
佐
々
町
は

夢
あ
り
　
愛
あ
り
　
力
あ
り

文
化
は
ぐ
く
む
　
皿
山
の

さ
ざ
ん
か
か
お
る
　
ふ
る
さ
と
に

力
あ
わ
せ
て
　
は
ば
た
け
わ
れ
ら

あ
ゝ
　
永
遠
に
　
佐
々
町
は

夢
あ
り
　
愛
あ
り
　
栄
あ
り

［作詞］山口　照代
［補作］江島　子秋
［作曲］深町　一郎

町　　歌

町　　章

町民憲章

町　　花 山茶花
（さざんか）

佐々町概要
Information

一二三

長崎県

壱岐市

松浦市
平戸市

波佐見町

川棚町
東彼杵町

小値賀町

佐世保市

長崎市
五島市

新上五島町

対馬市

南島原市

佐賀県

福岡県

大
村
市

長
与
町時

津
町

諫
早
市

雲
仙
市

島
原
市

西海市

東西6.5km
南北8.0km

町域

昭和56年4月1日 制定

32.26㎢ 約17度

面積 平均気温

約65％

平均湿度

佐々町の頭文字「サ」を図案化し、町民の親睦融和と平
和団結を表すとともに、町の輝かしい産業・文化の向
上、発展を単純明快に象徴化したものです。
（町制施行35周年記念にちなんで一般公募の入選作品）

佐々川の清流と緑の自然にはぐくまれ、だれでも
住みたくなる町づくりのねがいをこめて、ここに
佐々町民憲章を定めます。

佐々町

1．健康で明るい家庭をつくりましょう
1．老人をうやまい健全な青少年を育てましょう
1．きまりを守りよい風習を育てましょう
1．意見を出し合い人の和を尊びましょう
1．教養を高め文化の向上につとめましょう
1．自然と公のものを大切にし
　　　　　　　　町の美化につとめましょう 
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長
崎
県
第
２
位
の
長
さ
を
誇
る
全

長
21
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
佐
々
川
は
、

国
見
山
の
国
有
林
を
源
流
と
し
、
世
知

原
の
森
を
抜
け
、
水
道
水
や
農
業
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
川
の
恩
恵
を
受
け
、
佐
々
町
は

開
け
て
き
ま
し
た
。
美
味
し
い
お
米
や

野
菜
を
育
て
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
佐
々
川
は
、

人
々
の
生
活
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
炭
鉱
の
町
と
し
て
栄
え
、
掘

り
出
し
た
石
炭
を
洗
う
た
め
、
佐
々
川

は
黒
く
濁
り
「
ぜ
ん
ざ
い
川
」と
呼
ば

れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

今
で
は
大
き
な
工
場
を
有
し
な
が
ら

も
、
川
に
は
シ
ロ
ウ
オ
や
ア
ユ
、
ハ
ク

セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
、
う
な
ぎ
、
河
口
付
近

に
は
、
め
ず
ら
し
い
カ
ブ
ト
ガ
ニ
ま
で

生
息
し
て
い
ま
す
。
汚
染
に
敏
感
な
カ

ブ
ト
ガ
ニ
が
生
息
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

水
が
美
し
い
と
い
う
こ
と
。

　

こ
の
川
を
守
る
た
め
、
清
掃
活
動
や

水
環
境
浄
化
活
動
等
、
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

緑
と
水
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
環
境

町
の
シ
ン
ボ
ル
佐
々
川

美
し
い
水
質
環
境

環　

境

Environment

　

長
崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る
佐
々
町

は
、
周
囲
は
佐
世
保
市
に
囲
ま
れ
、
東

境
に
韮
岳
か
ら
牟
田
原
に
連
な
る
山
脈

が
あ
り
、
西
境
の
盲
ヶ
原
か
ら
北
境
の

鷲
尾
岳
ま
で
は
江
里
山
脈
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
に
佐
々
谷
と
呼
ば

れ
る
縦
谷
が
形
成
さ
れ
、
国
見
山
（
佐

世
保
市
世
知
原
町
）に
源
流
を
発
す
る

佐
々
川
が
町
の
中
央
を
北
東
か
ら
南
へ

貫
流
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
町
が
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
温
潤
な
自
然
条
件
を
活
か

し
、
平
野
部
や
中
山
間
地
で
は
水
稲
栽

培
、
い
ち
ご
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
み
や
す
い
環
境
整
備
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
平
成
23
年
に
は
西
九
州
自

動
車
道
佐
々
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上

し
ま
し
た
。
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穏やかな弧を描きながら、悠 と々流れる佐々川。

川面はきらめき、まさに清流と呼ぶにふさわしい。

昔からこの川の恵みを受けて、まちは繁栄してきました。

水を引き、水田を広げた豊かな大地。

春のシロウオ、夏の鮎、そして秋は銀うなぎ。

豊かな「いのち」を育む佐々川を

郷土史家・ 朏
みかづき

 由
ゆうすけ

典さんとめぐってきました。

探検隊さざめき
佐々川
PICK
UP!

　

佐
々
川
は
全
長
約
22
キ
ロ
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
６
キ
ロ
が
佐
々
町
の
中
心
を
流
れ
て
い

ま
す
。
県
北
で
一
番
長
い
川
で
す
。

　
「
佐
々
の
歴
史
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来

人
が
佐
々
川
の
支
流
で
あ
る
江
里
川
の
扇
状

地
で
、
米
づ
く
り
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。」朏
さ
ん
は
、
佐
々
川
流
域
の
開

発
が
ま
ち
の
歴
史
を
作
っ
て
き
た
と
言
い
ま

す
。
室
町
時
代
に
な
る
と
大
規
模
な
干
拓
が

行
わ
れ
、
本
格
的
に
佐
々
川
本
流
の
水
を
利

用
し
た
水
田
が
広
が
り
始
め
ま
す
。
長
い
水

路
を
作
り
隅
々
ま
で
水
を
配
る
土
木
技
術
が

導
入
さ
れ
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
干
拓
は

大
規
模
で
、
水
田
は
河
口
一
円
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
。
今
で
は
米
ど
こ
ろ
の
町
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
地
の
恵
み
を
育
む
佐
々
川
に
は
、
多
種

多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
特
筆

す
べ
き
は
鮎
。「
シ
ー
ズ
ン
は
６
月
か
ら
９

月
ま
で
。
釣
り
場
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
鮎
の

食
み
跡
で
す
。
石
に
つ
い
た
藻
類
を
櫛
（
く

し
）の
よ
う
な
歯
で
削
り
取
っ
た
跡
で
す
。」

朏
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
川
の
底
に
あ
る
石

を
指
さ
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
鮎
の
歯
で
削

ら
れ
た
笹
葉
状
の
模
様
が
い
く
つ
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。

　

鮎
の
こ
と
に
な
れ
ば
目
が
輝
く
朏
さ
ん
。

鮎
釣
り
歴
48
年
で
、
佐
々
川
に
鮎
が
復
活
し

て
以
来
、
友
釣
り
を
た
し
な
む
人
と
し
て
、

知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
の
父
が
子
ど
も
の

こ
ろ
は
、
石
を
投
げ
れ
ば
鮎
に
当
た
る
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
鮎
が
群
れ
て
い
た
佐
々
川
で
し

た
が
、
昭
和
30
年
ご
ろ
か
ら
石
炭
を
洗
っ
た

水
の
流
入
で
川
は
黒
く
濁
り
、
鮎
は
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）年
、

佐
々
川
沿
い
の
炭
鉱
が
す
べ
て
閉
山
し
、
清

流
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
驚
く
こ
と

に
、
翌
年
に
は
鮎
が
爆
発
的
に
復
活
し
た
の

で
す
。
昭
和
46
年
の
10
月
、
新
佐
々
橋
下
流

の
淵
で
産
卵
を
待
つ
、
幅
約
２
メ
ー
ト
ル
長

さ
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
膨
大
な
鮎

の
群
れ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。」興
奮
気
味
に

話
す
朏
さ
ん
は
、
こ
の
時
改
め
て
佐
々
川
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
佐
々
川
は
良
形
の
鮎
が
多
く

釣
れ
る
隠
れ
た
穴
場
と
し
て
、
遠
く
は
東
京

か
ら
も
釣
り
人
が
訪
れ
る
川
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

ピ
チ
ピ
チ
の

鮎
が
育
つ
川

佐々川には鮎が上流へ
上りやすいよう「魚道

（ぎょどう）」という魚
専用の道がつくられて
いる。また佐々川には
ダムがない。これが命
を育む決め手になって
いる。

9 8Saza town 80th Anniversary Saza town 80th Anniversary



　

現
在
、
佐
々
町
役
場
が
あ
る
周
辺
は
、
室

町
時
代
の
１
４
７
１
年
に
干
拓
が
始
ま
り
ま

し
た
。
佐
々
駅
か
ら
河
口
方
面
に
広
が
る
広

大
な
水
田
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
。

　
「
室
町
時
代
の
干
拓
が
１
４
７
５
年
に
完

成
し
ま
す
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
、
佐
々
駅
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
先
は
海
だ
っ
た
ん
で
す
。

江
戸
時
代
の
干
拓
で
佐
々
川
河
口
が
沖
に
移

動
し
、
佐
々
川
が
約
１
・
３
キ
ロ
長
く
な
り

ま
し
た
。」ま
ち
の
繁
栄
と
共
に
長
く
な
っ
て

ゆ
く
佐
々
川
。

　

佐
々
町
が
村
か
ら
町
に
変
わ
る
こ
ろ
ま
で

は
、
佐
々
の
中
心
は
佐
々
橋
を
渡
っ
た
山
裾
、

佐
々
川
の
右
岸
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
伊
能

忠
敬
が
測
量
で
佐
々
を
訪
れ
た
と
き
、
宿
泊

し
た
本
陣
も
あ
り
ま
し
た
。
朏
さ
ん
は
、
そ

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
を
見
な
が
ら
、

忠
敬
の
満
68
才
の
誕
生
日
だ
っ
た
そ
の
日
、

盟
友
の
坂
部
貞
兵
衛
の
さ
さ
や
か
な
心
づ
か

い
が
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
遊
学
の
た
め
平
戸

を
目
指
し
て
い
た
吉
田
松
陰
が
佐
世
保
で
大

事
な
杖
を
置
き
忘
れ
、
途
中
で
引
き
返
し
た

た
め
、
江
迎
に
明
る
い
う
ち
に
入
る
予
定
が
、

佐
々
で
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
大
変
難
儀
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
等
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
豊
富
な
知
識
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
「
町
内
で
佐
々
川
に
か
か
る
橋
は
９
つ
あ

り
ま
す
。明
治
の
初
め
ま
で
橋
は
な
く
、人
々

は
飛
び
石
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
36

（
１
９
０
３
）年
に
佐
々
橋
が
か
け
ら
れ
る

と
右
岸
の
橋
周
辺
に
、
今
で
い
う
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
、
佐
世
保
方

面
や
平
戸
方
面
へ
向
か
う
人
々
の
往
来
で
賑

わ
い
ま
す
。
大
き
な
病
院
、
旅
館
、
郵
便
局
、

銀
行
、
役
場
も
あ
り
、
こ
こ
が
佐
々
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
す
。」朏
さ
ん

は
、
ま
だ
生
ま
れ
る
前
の
時
代
を
、
懐
か
し

く
思
い
出
す
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
佐
々
バ
ス
停
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
一
日
に
一
往
復
、
止
ま
る
の
は
２
回

だ
け
。
で
も
記
憶
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
バ

ス
停
で
す
。
こ
の
付
近
の
佐
々
川
に
は
、
う

な
ぎ
塚
が
あ
り
、
10
月
に
入
る
と
漁
が
始
ま

り
ま
す
。
昔
は
塚
を
築
く
場
所
を
入
札
で
決

め
て
い
ま
し
た
。
一
番
お
金
を
出
し
た
人
が

一
等
地
の
塚
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
獲
れ
る
う
な
ぎ
は
〝
銀
う
な

ぎ
〟と
呼
ば
れ
、
私
の
腕
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
大
き
い
。
う
な
ぎ
は
海
に
帰
る
た

め
、
潮
に
身
体
を
な
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
休
憩
場
所
が
う
な
ぎ
塚
。
体
が
大
き
い

分
、
味
も
別
格
。」と
朏
さ
ん
が
笑
い
ま
す
。

　

佐
々
名
物
「
シ
ロ
ウ
オ
」も
、
ち
ょ
う
ど

う
な
ぎ
塚
が
あ
る
あ
た
り
で
漁
が
行
わ
れ
ま

す
。「
春
に
な
る
と
足
場
と
な
る
台
が
ズ
ラ

リ
と
並
ぶ
の
で
す
が
、
早
い
人
は
12
月
か
ら

台
を
作
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。」

　

漁
は
２
月
中
旬
か
ら
３
月
い
っ
ぱ
い
。
秋

に
は
モ
ク
ズ
ガ
ニ
も
獲
れ
る
そ
う
。
水
中
に

急
降
下
し
て
魚
を
捕
る
ミ
サ
ゴ
の
数
も
増
え

て
い
る
と
か
。
極
め
つ
け
は
佐
々
川
河
口
に

広
が
る
〝
生
き
た
化
石
カ
ブ
ト
ガ
ニ
〟の
産

卵
場
。
ま
さ
に
命
は
ぐ
く
む
佐
々
川
の
凄
さ

を
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

上
流
か
ら
河
口
ま
で
、
約
４
時
間
か
け
て

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
佐
々
川
が
い
か
に
豊

か
で
あ
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

朏
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
佐
々
川
は
泳
ぎ
を

覚
え
た
場
所
。
人
々
の
成
長
を
見
守
り
続
け

る
佐
々
川
を
弥
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
一

気
に
駆
け
抜
け
た
一
日
で
し
た
。

佐
々
川
は
多
様
な

生
き
物
の
棲
み
処
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佐々町立図書館

　

昭
和
16
年 

佐
々
町
制
を
布
く

　

昭
和
18
年 
区
制
を
改
め
部
落
と
称
し
29
部
落
と
な
す

　

昭
和
19
年 
国
鉄
松
浦
線
全
線
開
通

　

昭
和
22
年 
学
制
改
革
（
６
・
３
・
３
制
）佐
々
中
学
校
開
校

　

昭
和
23
年 

佐
々
町
公
民
館
設
置　

佐
々
町
農
業
協
同
組
合
創
立

　

昭
和
25
年 

市
の
瀬
窯
跡
が
長
崎
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

　

昭
和
26
年 

町
立
診
療
所
開
設　

佐
々
町
商
工
会
誕
生
、
春
の
市
開
催

　

昭
和
27
年 

神
田
小
学
校
開
設　

県
立
北
松
南
高
等
学
校
開
校　

第
一
保
育
所
開
設
（
中
央
地
区
）

　

昭
和
29
年 

第
二
保
育
所
開
設
（
小
浦
地
区
）

　

昭
和
30
年 

上
水
道
事
業
完
成 

給
水
開
始

　

昭
和
32
年 

大
水
害
発
生
、
死
者
２
人
の
ほ
か
負
傷
者
が
で
る

　

昭
和
33
年 

狸
山
支
石
墓
群
が
長
崎
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

　

昭
和
35
年 

佐
々
炭
鉱
・
小
浦
炭
鉱
閉
山

　　

昭
和
36
年 

第
三
保
育
所
開
設
（
神
田
地
区
）

　

昭
和
37
年 

北
松
南
部
清
掃
一
部
事
務
組
合
設
立
、
し
尿
処
理
開
始

　

昭
和
38
年 

佐
々
・
吉
井
塵
芥
処
理
一
部
事
務
組
合
設
立

　

昭
和
41
年 

佐
々
小
学
校
と
神
田
小
学
校
を
併
合
し
、
佐
々
小
学
校
と
す
る

　

昭
和
42
年 

未
曾
有
の
大
水
害
（
激
甚
災
害
に
指
定
）十
数
億
円
の
被
害
を
受
け
る

70
年
来
の
大
干
ば
つ
に
よ
り
山
間
部
の
水
稲
全
滅
の
被
害
を
受
け
る

　

昭
和
44
年 

現
在
の
役
場
庁
舎
完
成

　

昭
和
46
年 

N
H
K
テ
レ
ビ
佐
々
中
継
局
開
局

佐
々
町
に
北
松
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
あ
け
ぼ
の
荘
）開
設

S
L（
蒸
気
機
関
車
）旅
客
列
車
廃
止
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
に
変
わ
る

　

昭
和
47
年 

佐
世
保
広
域
圏
北
部
塵
芥
処
理
一
部
事
務
組
合
設
立

　

昭
和
48
年 

門
司
鉄
道
管
理
局
佐
々
機
関
区
廃
止

　

昭
和
49
年 

住
民
総
合
セ
ン
タ
ー
落
成　

口
石
幼
稚
園
創
設
（
定
員
40
人
）口
石
小
学
校
へ
併
設

社
会
福
祉
法
人
佐
々
町
社
会
福
祉
協
議
会
発
足　

　

昭
和
50
年 

佐
々
幼
稚
園
創
設
（
定
員
40
人
）佐
々
小
学
校
へ
併
設

　

昭
和
51
年 「
町
章
」、「
町
花
」を
制
定

　

昭
和
53
年 

観
光
協
会
第
１
回
春
ま
つ
り
開
催

　

昭
和
54
年 

町
民
体
育
館
、
武
道
館
、
中
学
校
、
広
報
無
線
総
合
落
成

統
合
幼
稚
園
、
郷
土
資
料
館
（
図
書
室
）完
成

　

昭
和
56
年 「
町
歌
」、「
町
民
憲
章
」制
定

社
会
福
祉
法
人
さ
ざ
な
み
保
育
園
開
園　

町
内
会
発
足
（
部
落
の
呼
称
を
変
更
）

佐
々
町
浄
水
場
供
用
開
始

　

昭
和
57
年 

大
雨
被
害
、
降
雨
量
２
２
３
・５
㎜
、
１
時
間
最
大
80
㎜

　

昭
和
59
年 

古
川
岳
遊
歩
道
完
成
３
，３
０
６
m
、
佐
々
町
文
化
会
館
落
成

　

昭
和
61
年 

第
１
回
わ
か
あ
ゆ
少
年
駅
伝
競
走
大
会　

学
童
農
園
「
童
の
里
」落
成

　

昭
和
62
年 

台
風
12
号
に
よ
り
被
害
（
４
億
円
余
）

　

昭
和
63
年 

第
３
セ
ク
タ
ー
松
浦
鉄
道
開
業

　

平
成
元
年 

元
号
が
平
成
に
な
る

“
さ
よ
な
ら
李
香
蘭
”干
拓
地
ロ
ケ

　

平
成
３
年 

公
共
下
水
道
事
業
認
可

　

平
成
５
年 

皿
山
公
園
（
西
部
自
然
公
園
）開
園　

　

平
成
６
年 

議
会
中
継
テ
レ
ビ
放
映
開
始　

未
曾
有
の
大
渇
水
に
よ
り
平
地
部
減
圧
給
水

　

平
成
９
年 

公
共
下
水
道
事
業
供
用
開
始　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
）完
成

　

平
成
10
年 

南
部
運
動
公
園
（
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
さ
ざ
）オ
ー
プ
ン

　

平
成
11
年 

町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン　

町
立
診
療
所
新
築
移
転　

学
童
保
育
開
始
（
佐
々
小
・
ロ
石
小
）

　
　
　
　
　

 

佐
々
栄
町
通
り
商
工
協
同
組
合
ア
ー
チ
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
落
成

　

平
成
12
年 

佐
々
川
桜
づ
つ
み
完
成
（
１
・
８
㎞
）

　

平
成
14
年 

大
雨
被
害
低
地
浸
水
（
降
雨
量
３
２
５
・５
㎜
）　

佐
々
町
・
小
佐
々
町
法
定
合
併
協
議
会
設
置

　

平
成
15
年 

県
立
北
松
南
高
等
学
校
の
校
名
を
清
峰
高
等
学
校
に
改
称　

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
開
校

　

平
成
16
年 

佐
々
千
年
さ
く
ら
の
里
植
樹
式

　

平
成
17
年 

佐
々
・
ロ
石
学
童
保
育
施
設
完
成　

佐
々
皿
山
直
売
所
完
成

　
　
　
　
　

 

佐
々
町
・
小
佐
々
町
法
定
合
併
協
議
会
解
散

　
　
　
　
　

 

中
央
地
区
排
水
対
策
事
業
（
総
事
業
費
45
億
円
）に
着
手

　

平
成
19
年 

佐
々
バ
ス
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

　

平
成
21
年 

県
立
清
峰
高
等
学
校
野
球
部
第
81
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
優
勝

　

平
成
22
年 

佐
世
保
広
域
圏
北
部
塵
芥
処
理
一
部
事
務
組
合
解
敷
、
佐
々
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
単
独
運
転
開
始

佐
々
町
80
年
の
あ
ゆ
み

佐
々
町
の
80
年
の
歴
史
を
年
表
と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す

1941

1941
History

H
istory of S

aza

2021

195119611971198119912001

神田小学校 
運動会

佐々炭鉱（鉱員の集合写真）
佐々川
桜づつみ

佐々千年さくらの里植樹式

皿山まつり

国鉄
松浦線

佐々町総合福祉センター
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平
成
23
年 

佐
々
川
大
橋
開
通

農
業
体
験
施
設
（
フ
ァ
ー
ム
大
岳
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

西
九
州
自
動
車
道
佐
々
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始

　

平
成
24
年 

佐
々
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

中
央
地
区
排
水
対
策
事
業 

中
央
地
区
１
号
雨
水
幹
線
供
用
開
始

　

平
成
25
年 
佐
々
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
完
成

　
　
（
中
央
海
岸
線
３
車
線
化
、
羽
須
和
第
２
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
）

で
ん
で
ん
パ
ー
ク
☆
さ
ざ
オ
ー
プ
ン

第
１
回
佐
々
町
三
大
花
祭
り
開
催

　

平
成
26
年 

町
営
神
田
団
地
２
棟
36
戸
完
成

佐
々
町
夏
祭
り
花
火
大
会
「
グ
ラ
・
フ
ェ
ス
」サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
さ
ざ
で
開
催

西
九
州
自
動
車
道
松
浦
佐
々
間
事
業
化

町
内
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

　

平
成
27
年 

北
松
南
部
清
掃
一
部
事
務
組
合
解
散
、
し
尿
処
理
民
間
委
託
開
始

56
年
ぶ
り
の
宮
中
献
穀
事
業

　

平
成
28
年 

総
合
防
災
シ
ス
テ
ム
（
防
災
行
政
無
線
）運
用
開
始

「
佐
々
町
元
気
カ
フ
ェ
・
ぷ
ら
っ
と
」オ
ー
プ
ン

　

平
成
29
年 

佐
々
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

　

平
成
30
年 

西
九
州
自
動
車
道
４
車
線
化
事
業
の
事
業
着
手

佐
々
町
立
佐
々
幼
稚
園
閉
園

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

令
和
元
年 

天
皇
陛
下
が
即
位　

元
号
が
令
和
に
な
る

町
内
小
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

　

令
和
２
年 

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
に
加
入

佐
々
町
子
育
て
世
代
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」開
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　

流
行
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

　

令
和
３
年
１
月 

町
制
施
行
80
周
年

2011

西九州自動車道佐々インターチェンジ開通
（西九州自動車道開通記念フェスタ）

でんでんパーク☆さざ

佐々町地域交流センター

「健康寿命をのばそう！アワード」
厚生労働大臣最優秀賞受賞

佐々町
役場

国鉄松浦線
（松浦鉄道）

佐々
中学校

佐 川々

19412021History

佐
々
町
80
年
の
あ
ゆ
み

佐
々
町

写
真
が
語
る

佐
々
町
の
今
と
昔

い
ま
・
む
か
し

今
昔

昔

昔

昔昔

今

今

今

今

H
istory of S

aza

佐々町観光情報センター
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未
　
来
　
へ

第
２
章

と
き
め
く

と
き
め
く
ま
ち
は

人
を
支
え

ち
か
ら
を
生
む

佐々町の街並・商店街
昔今

※今と昔の撮影場所は一致するものではありません。
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シロウオ漁うなぎ塚

しだれ桜（真竹谷公園） 古川岳遊歩道

河津桜（佐々川沿いの桜づつみ）

花菖蒲（皿山公園）

　

寒
暖
の
差
が
激
し
い
高
原
を
活
か

し
、　

昭
和
20
年
こ
ろ
か
ら
開
墾
を
始

め
、
茶
業
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
こ
ろ
か
ら
は
開
墾
の
機
械

化
に
よ
っ
て
、
茶
園
の
開
発
が
進
み
、

現
在
で
は
茶
園
を
有
す
る
美
し
い
高
原

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
下
で
も
珍
し
い
釜
炒
り
茶
や
全
無

農
薬
・
有
機
栽
培
茶
な
ど
を
生
産
す
る

隠
れ
た
銘
茶
の
産
地
で
す
。

　

西
に
そ
び
え
る
古
川
岳
は
、
古
く

か
ら
神
が
降
り
る
山
と
し
て
崇
め
ら

れ
、「
降ふ

る
か
み
だ
け

神
岳
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
自
然
の
城
跡
と
し
て
幾

多
の
武
将
た
ち
に
重
宝
さ
れ
た
山
脈

は
、
歴
史
的
背
景
を
活
か
し
て
、
遊

歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

道
筋
に
は
古
く
か
ら
何
カ
所
に
も

観
音
像
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
当
時
の

人
々
の
思
い
が

偲
ば
れ
ま
す
。

　

佐
々
川
の
河
口
沿
い
に
は
約
３
０
０

本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
２
月
下

旬
に
は
早
咲
き
の
「
河
津
桜
」が
見
ご

ろ
に
。
同
じ
時
期
に
「
シ
ロ
ウ
オ
漁
」

も
最
盛
期
を
迎
え
、
桜
の
下
で
見
学
や

体
験
が
で
き
ま
す
。

　

皿
山
公
園
奥
に
あ
る
真
竹
谷
は
、「
長

崎
県
一
の
し
だ
れ
桜
群
」と
言
わ
れ
、

11
品
種
約
60
本
の
し
だ
れ
桜
が
美
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
皿
山
公
園
に
あ
る
菖
蒲
園
は
、

県
北
一
約
２
万
株
の
花
菖
蒲
が
、
６
月

に
な
る
と
美
し
い
紫
色
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　

明
治
中
期
、
佐
賀
県
西
有
田
町
（
現

有
田
町
）曲
川
の
桃
谷
自
牽
和
尚
が
神

田
に
来
て
伝
え
た
も
の
で
、
物
静
か
な

中
に
荘
厳
な
調
べ
を
奏
で
る
古
典
邦
楽

で
す
。

　

町
慰
霊
祭
や
地
域
で
の
葬
儀
・
祝
事

に
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
後
継
者

の
育
成
に
つ
と
め
、
保
存
会
を
つ
く
る

な
ど
伝
承
文
化
の
保
存
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

豊
か
な
自
然
が

は
ぐ
く
む
佐
々
川

神
が
降
り
る
山

古
川
岳

隠
れ
た
銘
茶
の
産
地

鮮
や
か
な
花
の
町

神
田
雅
楽
（
町
指
定
無
形
文
化
財
）

文　
　

化

Culture

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
佐
々
川
は
、
水

産
生
物
の
宝
庫
で
す
。

　

２
月
に
は
シ
ロ
ウ
オ
漁
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
天
然

の
う
な
ぎ
を
取
る
「
う
な
ぎ
塚
」が
多

く
作
ら
れ
ま
す
。
６
月
に
は
ア
ユ
釣
り

が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
ま
す
。
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テ
ニ
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
エ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
。
日
常

の
暮
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
明
る
く
健
康
的
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
教
室

や
「
体
力
測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」、

小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
に
し
た
「
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
発
足
は
平
成
21
年
３
月
。
現
在

は
14
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
３
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
在
籍
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

定
着
を
図
る
取
組
が
評
価
さ
れ
、
令
和

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
で
佐
々
町
の
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
を
応
援
す
る
組
織
で
す
。「
あ
い
さ

つ
日
本
一
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
25
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
る
団
体
は
、
佐
々

町
青
少
年
健
全
育
成
会
、
佐
々
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
佐
々
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
佐
々
町
地
域
婦
人
会
な
ど

多
数
あ
り
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
登
校

中
の
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る
朝
の
見

守
り
運
動
で
す
。
信
号
機
が
無
い
横
断

歩
道
や
線
路
の
近
く
、
朝
の
通
勤
で
交

通
量
が
多
い
場
所
は
、
特
に
気
を
付
け

て
い
る
そ
う
。「
寒
い
日
も
暑
い
日
も
あ

　

人
と
人
が
寄
り
添
っ
て
語
り
合
う
、

ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
場
所
を
。
そ
ん
な

思
い
か
ら
平
成
28
年
６
月
に
佐
々
町
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
、
誰
で
も
ぷ

ら
っ
と
遊
び
に
来
れ
る
交
流
の
場
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
代
表
の
福
田

修
三
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

家
に
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
。｢

こ
こ
に
来
る
た
め
に
お
し
ゃ
れ

を
す
る
。
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

笑
う
。
高
齢
者
が
元
気
だ
と
町
も
元
気

に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。｣

と
福
田
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
午
前
中
の
講
話
や
体
操

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

暮
ら
し
イ
キ
イ
キ

地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

笑
顔
が
集
ま
る

心
の
居
場
所
づ
く
り

さざ倶楽部

元気カフェ
ぷらっと

佐 っ々子
応援団

とき め く佐 々 に 欠 か せ な い 存 在佐々町の豊かな土壌にちからをもらい、
佐 を々ときめかせる存在がいます。

元
年
度
に
は
、
代
表
の
宮
島
眞
知
代
さ

ん
が
長
崎
県
体
育
協
会
の
体
育
功
労
者

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
近
年
力
を
入
れ
て

い
る
の
が｢

佐
々
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
塾｣

。

幼
稚
園
の
年
長
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
遊
び
を
取
り
入
れ
な
が
ら

身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。｢

運
動
能
力
や
リ
ズ
ム
感
は
も
ち
ろ

ん
、
集
中
力
も
自
然
と
身
に
付
く
よ
う

で
す
。
不
思
議
と
顔
つ
き
も
変
わ
っ
て

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
挨
拶
を
返

し
て
く
れ
る
こ
と
が
嬉

し
い
で
す
ね
。」と
代
表

の
池
田
隆
良
さ
ん
。
教

育
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ

と
広
報
車
に
乗
っ
て
、

佐
々
小
学
校
、
佐
々
中

学
校
、
口
石
小
学
校
の

ル
ー
ト
で
「
佐
々
っ
子

応
援
団
で
す
、
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
し
な
が
ら
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。「
地
域
に
守
ら
れ
な

が
ら
育
つ
子
ど
も
は
よ
く
育
つ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
池
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

に
は
、
毎
回
30
人
ほ
ど
が
参
加
。
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を

食
べ
た
ら
午
後
か
ら
は
自
由
時
間
。

　

折
り
紙
や
習
字
な
ど
を
し
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
活

動
を
支
え
る
約
40
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
加

え
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
行

政
と
も
連
携
し
な
が
ら
町
ぐ
る
み
で
サ

ポ
ー
ト
。
平
成
30
年
に
は｢

第
７
回
健
康

き
ま
す
よ
。｣

笑
顔
で
そ
う
話
す
宮
島

さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
す
。
目
指
す
は｢

町
民

ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ｣

。
こ
れ
か
ら
も
健

や
か
な
体
づ
く
り
を
通
し
て
、
心
身
と

も
に
豊
か
な
生
き
方
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
介
護

予
防･
高
齢
者
生
活
支
援
分
野
）｣

で
厚
生

労
働
大
臣
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

｢

こ
こ
に
来
る
と
が
一
番
の
楽
し
み
。｣

利

用
者
か
ら
の
言
葉
と
笑
顔
が
、
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

元オリンピック選手の
田端健児さんによる
指導も

野菜たっぷりで栄養バランス
を考えた料理も楽しみの1つ

通学路全域を走る
安全パトロール

町内会長や民生委員も務める代表の福田修三さん
(後列右から3番目)

子どもたちの能力やペースに
合わせてスタッフがサポート

代表の
池田隆良さん

地域包括支援センターや健康相談
センター、社会福祉協議会による
講話が行われています

「行ってきます～！」と元気いっぱい
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未
　
来
　
へ

第
３
章

き
ら
め
く
　

ま
ち
を
つ
く
る
の
は
人

き
ら
め
く
人
が
　

ま
ち
を
未
来
へ
と

つ
な
げ
て
い
く

と き め く佐 々 に 欠 か せ な い 存 在

　

佐
々
町
と
近
隣
市
町
の
未
就
学
児
と

家
族
が
利
用
で
き
る
子
育
て
ひ
ろ
ば
。

室
内
に
は
、
ミ
ニ
す
べ
り
台
や
ミ
ニ
ピ

ア
ノ
、
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ
ン
な
ど
子
ど

も
が
楽
し
め
る
遊
具
が
た
く
さ
ん
。
子

ど
も
同
士
で
遊
ん
だ
り
、
ま
ま
ご
と
を

し
た
り
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
で
お
昼
寝
す

る
赤
ち
ゃ
ん
も
。
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
る

中
で
、
安
心
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。「
親

同
士
、
子
育
て
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

利
用
し
て
も
ら
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

自
身
も
子
育
て
中
は
孤
立
を
感
じ
て
い
た

経
験
も
。
悩
み
が
あ
っ
て
も
『
う
ち
も
同

じ
だ
よ
。』と
か
、
同
じ
子
育
て
中
の
世

代
同
士
で
話
す
こ
と
で
、
案
外
す
っ
き
り

で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い

安
心
し
て
遊
べ
る

「
屋
根
の
あ
る
公
園
」

で
す
ね
。」と
代
表
の
岩
本
ま
す
子
さ
ん
。

隣
の
ス
ペ
ー
ス
で
預
か
り
保
育
も
行
っ
て

い
ま
す
。「
授
業
参
観
や
町
主
催
の
子
育

て
教
室
な
ど
の
預
か
り
保
育
費
用
は
、
町

が
負
担
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
佐
々
町

は
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
10
年
後
、
20
年
後
の
親
子
の
幸

せ
を
願
っ
て
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
と
し
て
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

ベビーマッサージなどのイベントも

代表の
岩本ます子さん

ママも一緒に遊ぶと自然と笑顔に

子育てひろば
ぷくぷくクラブ

子育てひろばぷくぷくクラブ

佐 っ々子応援団

元気カフェぷらっと

さざ倶楽部
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横
田
さ
ん
　

　

東
京
に
５
年
い
ま
し
た
が
、
家
業
を
継
ぐ

た
め
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
知
り

合
い
の
空
手
指
導
者
か
ら
〝
手
伝
っ
て
ほ
し

い
〟と
声
が
か
か
り
ま
し
て
、
何
か
役
に
立

つ
の
で
あ
れ
ば
と
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
24
歳
の
時
で
し
た
。

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
空
手
を
や
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
選
手
と
し
て
の
経
験
は
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
指
導
す
る
立
場
に
な
る
と
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
、
引
き
受
け
て
か
ら
は
日
々

勉
強
で
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら「
佐
々
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」と
「
佐
々
町
体
育
協
会
」に
入
会

し
、
も
う
25
年
間
も
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

石
井
さ
ん
　 

　

私
も
今
、
空
手
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
は
「
佐
々
少
年
空
手
道
部
」の
部
長
を
し

　

横
田
さ
ん
も
石
井
さ
ん
も
佐
々
町
の

中
学
・
高
校
と
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
同

級
生
。
卒
業
後
は
、
お
二
人
と
も
東
京
へ

出
る
も
、
家
族
の
事
情
な
ど
で
帰
郷
し
ま

す
。
佐
々
町
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
見
え
て

く
る
故
郷
の
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
お
二
人
に
佐
々
町

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
質
も
向
上
し
、
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
佐
々

町
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
、
ま
た
こ
こ
で

新
し
い
指
導
者
と
な
り
町
を
活
性
化
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
今
、
私
が
で
き
る
こ
と
は

〝
ス
ポ
ー
ツ
の
町
・
佐
々
〟へ
の
貢
献
で
す
。

　

石
井
さ
ん
　 

　

熱
い
横
田
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
、
昨

年
度
は
私
の
娘
を
含
む
４
名
の
選
手
が
、

佐
々
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
佐
々
町
の
遠
征
に
関
す
る
援
助
金
は

全
体
の
３
分
の
２
と
、
と
て
も
手
厚
く
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
育
て
よ
う
と
い
う
町
の
意
思

を
感
じ
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
　

　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
佐
々
町
に
は
７
つ

も
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
ま
す
し
、
子
ど

も
も
大
人
も
お
年
寄
り
も
体
を
動
か
す
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
町
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

石
井
さ
ん
　 

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
そ
う
で
す
が
、
主
要
な

公
共
施
設
が
ほ
ぼ
徒
歩
圏
内
に
あ
り
ま
す
し
、

て
い
ま
す
。
空
手
と
の
出
会
い
は
、
ま
さ
に

横
田
先
生
と
の
再
会
に
あ
り
ま
し
た
。
横
田

先
生
は
私
の
師
匠
に
な
り
ま
す
の
で
〝
先
生
〟

と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！　

　

15
年
間
過
ご
し
た
東
京
か
ら
家
族
と
と
も

に
佐
々
に
戻
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
最
初
は

空
手
を
す
る
な
ど
、
一
切
頭
に
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
横
田
先
生

に
ば
っ
た
り
と
出
会
い
「
子
ど
も
た
ち
を
空

手
の
見
学
に
連
れ
て
お
い
で
」と
誘
い
を
受

け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
練
習
場
に
見
学
に

行
く
と
、
子
ど
も
が
〝
や
り
た
い
！
〟と
目

を
輝
か
せ
ま
し
た
ね
。
横
田
先
生
は
社
会
人

向
け
の
指
導
も
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
も

や
っ
て
み
よ
う
と
な
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
　

　

石
井
先
生
も
、
今
で
は
立
派
な
指
導
者
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
、

自
分
な
り
の
理
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
挨
拶

を
す
る
こ
と
。「
は
い
！
」
と
い
う
返
事
が

で
き
る
こ
と
。
呼
ば
れ
た
ら
急
い
で
走
っ
て

く
る
こ
と
。
つ
ま
り
、「
挨
拶　

返
事　

機

敏
な
行
動
」の
３
つ
が
大
人
に
な
る
た
め
に

一
番
重
要
だ
と
、
常
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
言
っ
て
い
ま
す
。
人
間
と
し
て
の
基
礎
が

ち
ゃ
ん
と
で
き
て
さ
え
い
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

学
校
教
育
に
も
熱
心
な
人
々
が
多
い
。
文

武
両
道
で
あ
る
佐
々
の
強
み
で
す
ね
。
学
校
、

病
院
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
関
係
も
揃
い
、
町
の

規
模
も
コ
ン
パ
ク
ト
。
西
九
州
自
動
車
道
も

つ
な
が
っ
て
佐
世
保
市
な
ど
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
い

い
町
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
　

　

ち
ょ
う
ど
い
い
町
。
確
か
に
そ
う
で
す

ね
。
こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
が
、
交
通
ア
ク

セ
ス
が
よ
く
な
っ
た
の
で
、
大
き
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
佐
々
で
開
催
で
き
れ
ば
…
と
思
っ

て
い
ま
す
。
選
手
を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
が

３
０
０
人
参
加
す
る
と
、
そ
れ
と
同
じ
数
ほ

ど
の
親
も
一
緒
に
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

も
十
分
な
集
客
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
清

潔
で
機
能
的
な
会
場
で
あ
っ
た
り
、
大
会
ス

タ
ッ
フ
の
質
が
よ
か
っ
た
り
し
て
〝
こ
の
町

い
い
な
ぁ
〟と
感
じ
て
く
れ
た
ら
、
ま
た
訪

れ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
、

そ
れ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
拡
散
し
て
く
れ

た
ら
、
そ
れ
が
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
佐
々
の
町
に
で
き
る
こ
と

を
、こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

佐々に暮らすということ。家族と心地いい暮らしをするということ。
山と川に恵まれた豊かな自然と、人々の優しさが伝わるこの町の魅力を

移住者と定住者の方にお聞きしました。 佐々eeWここが私たちの好きな場所

町も自然も教育も、
ちょうどいい町。

スポーツが人をつくる。
新しい佐々をつくる。×石井 秀樹さん

Uターン定 住

横田 博茂さん
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島
根
県
出
雲
市
で
教
師
を
し
て
い
た
板
垣

さ
ん
は
、
薙な

ぎ
な
た刀
の
競
技
で
、
全
国
レ
ベ
ル
の

選
手
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
指
導
力
を

か
わ
れ
、「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」に
向

け
た
選
手
強
化
の
指
導
者
と
し
て
平
成
23
年

に
初
め
て
長
崎
を
訪
れ
ま
す
。「
長
崎
に
住

む
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
改
め
て
長
崎
県
の

教
員
採
用
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
合
格
し
て

か
ら
は
松
浦
高
校
の
薙
刀
部
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。」板
垣
さ
ん
は
、
家
族
を
呼
び
寄

せ
て
新
た
な
生
活
を
は
じ
め
る
場
所
を
ど
こ

に
す
る
か
、
い
ろ
い
ろ
探
し
た
と
言
い
ま
す
。

「
佐
々
川
に
流
れ
る
心
地
良
い
空
気
、
田
畑
が

広
が
る
豊
か
な
自
然
、
子
ど
も
を
育
て
る
に

は
よ
い
環
境
だ
と
思
い
、
妻
に
風
景
写
真
を

メ
ー
ル
し
ま
し
た
。」奥
様
か
ら
の
反
応
も
よ

く
、
ま
だ
生
後
１
歳
に
も
満
た
な
い
乳
児
を

含
め
、
家
族
５
人
で
の
佐
々
暮
ら
し
が
平
成

24
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
「
雲
が
広
が
り
や
す
い
日
本
海
側
の
出
雲

　

中
学
校
の
教
員
と
し
て
長
い
間
、
教
育
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
松
瀨
さ
ん
は
、
校
長

を
歴
任
し
、
退
職
後
も
町
の
教
育
長
を
務

め
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
続
け

て
こ
ら
れ
た
教
育
者
で
す
。「
佐
々
町
の
良

い
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
熱
心
な

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
毎
朝
、
通
学
を
見
守

る
『
佐
々
っ
子
応
援
団
』と
い
う
活
動
が
あ

り
ま
す
が
登
校
時
の
見
守
り
に
加
え
、
通

学
路
の
定
期
的
な
点
検
も
や
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
私
も
毎
朝
、
家
の
近
く
で
子
ど

も
た
ち
の
通
学
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。」

　

松
瀨
さ
ん
は
、
週
に
２
度
、
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
小
学
校
に
通
い
、
放

課
後
に
児
童
の
学
習
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
人
々
が
様
々
な
活
動
で
子
ど
も
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。」と
佐
々
の
魅
力
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
松
瀨

市
と
違
っ
て
、
佐
々
に
広
が
る
青
空
に
感
動

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
幼
稚
園
も
銀
行
も
病

院
も
徒
歩
圏
内
で
行
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
町

で
あ
る
こ
と
も
、
と
て
も
便
利
な
町
だ
な
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
佐
々

川
で
春
に
獲
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
の
美
味
し
い
こ

と
！
踊
り
食
い
は
、
子
ど
も
た
ち
に
命
を
い

た
だ
く
大
切
さ
を
教
え
る
い
い
体
験
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
佐
々
で
し
か
絶
対

で
き
な
い
で
す
よ
」と
板
垣
さ
ん
。「
佐
々
に

住
ん
で
も
う
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
成
長
し
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
こ
の
町
に
来
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

　

薙
刀
の
指
導
者
と
し
て
、
毎
年
チ
ー
ム
を

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
入
賞
へ
と
導
き
、
自
身
も
令

和
元
年
に
は
世
界
大
会
に
出
場
。
２
つ
の
形

の
種
目
で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
を
続
け
る
板

垣
さ
ん
。
原
動
力
は
、
豊
か
な
自
然
と
心
地

い
い
空
気
が
流
れ
る
佐
々
に
あ
り
ま
し
た
。

さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
う
な
ぎ
塚
、
シ
ロ
ウ

オ
、
春
は
桜
、
菜
の
花
な
ど
佐
々
川
が
私

た
ち
に
四
季
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ

に
佐
々
の
宝
で
す
よ
。
若
い
人
た
ち
に
は

こ
の
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
町

で
育
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
る

こ
と
。
い
つ
か
は
こ
こ
に
戻
っ
て
、
地
元

を
支
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
ら
。」松
瀨

さ
ん
は
、
佐
々
で
育
っ
た
こ
と
が
誇
れ
る

よ
う
な
街
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

青空が広がる
憧れの佐々へ

子どもへの
手厚い教育が魅力

板垣 勇さん

松瀨 大高さん

移 住

定 住

特
別
支
援
教
育
の

充
実

ま
ち
全
体
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

わ
か
り
や
す
い
授
業

暮　

ら　

し

Life

　

全
小
中
学
校
に
は
障
害
種
に
応
じ
た

特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ
た
教
育
を
少
人
数
の
学

級
で
行
う
ほ
か
、
普
通
学
級
へ
の
交
流

学
習
も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
員
を
配
置
し
、
普
通
学

級
の
学
習
で
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た

り
、
つ
ま
づ
い
て
い
る
子
ど
も
の
学
習

を
補
助
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
県
立
佐
世
保
特
別
支
援
学
校

と
連
携
・
協
同
し
た
定
期
的
な
研
修
会

の
開
催
に
よ
る
教
員
の
資
質
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
や
地
域
の
方
々
、
退
職
校

長
会
等
が
、サ
ポ
ー
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
学
習
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
面
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
的
な
学
習
と
し
て
、
昔
遊
び
教
室
や
、

家
庭
科
の
調
理
・
裁
縫
の
授
業
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
老
人
会
や
地
域
婦
人
会
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

佐
々
町
の
小
中
学
校
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
全
教
室
に
電
子
黒
板
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

児
童
生
徒
一
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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佐々町総合福祉センター佐々町地域交流センター皿山公園

佐々町立図書館

サン・ビレッジさざでんでんパーク☆さざ

相談コーナー

「ぽっかぽか」イメージ
キャラクター ひなぽか

生
涯
現
役
の

生
き
が
い
を

多
世
代
交
流
で

繋
が
り
の
あ
る
町
へ

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を

健
診
を
通
し
た

健
康
づ
く
り

整
備
さ
れ
た

公
共
施
設

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
、
地
区

集
会
所
を
活
用
し
、
住
民
全
体
の
介
護

予
防
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

体
力
に
自
信
が
な
い
方
も
参
加
で
き
、

そ
の
方
々
の
頑
張
る
姿
が
更
に
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
や
介
護
者
の
方
が
参
加
さ
れ
る

料
理
ク
ラ
ブ
で
は
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か

に
料
理
を
学
び
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）予
防
を
学
ぶ
、
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
た
活
動
は
、
町
全
体
で
広
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に
あ
る
「
ぷ
く

ぷ
く
ク
ラ
ブ
」は
、
子
育
て
中
の
同
じ

世
代
と
の
交
流
や
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
相

談
が
で
き
、
お
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
季

節
の
行
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
施
設
の
２
階
に
は
、
高
齢
者
を

は
じ
め
誰
で
も
参
加
で
き
、
楽
し
く
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
「
元
気
カ
フ
ェ
・

ぷ
ら
っ
と
」が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
ぷ
く
ぷ

く
ク
ラ
ブ
」の
子
ど
も
た
ち
と
世
代
を

超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
町
子
育
て
世
代
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」で
は
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
家
庭

訪
問
を
し
、
妊
娠
・
出
産
に
向
け
て
悩

み
ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
出
産
後
も
す
べ
て
の
お
宅
に
保
健

師
が
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
、

お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
・
育
児

の
相
談
、
予
防
接
種
の
説
明
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
や
、
就
学

に
向
け
て
の
不
安
な
ど
、
総
合
的
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
が
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
と
深
く
関
係
が
あ
る
、
生

活
習
慣
病
を
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に

発
見
し
、
病
気
の
予
防
や
重
症
化
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
各
種
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
げ
る
た
め
、
佐
々
町
で
は
、
対

象
と
な
る
年
齢
の
方
は
無
料
で
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
公
園
や
、

地
域
の
人
々
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
場

所
な
ど
、
交
流
の
場
と
し
て
の
施
設
が

充
実
し
て
お
り
、
様
々
な
世
代
が
繋
が

る
こ
と
で
、
町
民
が
健
康
で
、
孤
立
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

暮　

ら　

し

Life
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絵　

画

特
別
賞
［
教
育
長
賞
］

　20年後の佐々町が、今よりもっと明るい町になったらいいなと
思いました。商店がいがたくさんのお店でにぎわい、みんなが
楽しめるキャンプ場があって、佐 川々で泳いだ後は温泉で温まる
ことができるといいなと思いました。歩いて行けるところに大き
な遊園地ができて、たくさん遊びたいです。

いつまでも  明るい佐々町

佐々小学校 4 年 2 組　伏見屋 日向さん

未
来
予
想
図

20
年
後
の
佐
々
町

未
来
へ
の
夢
が
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
（
小
学
４
年
生
を
対
象
）
に
、

「
20
年
後
の
佐
々
町
未
来
予
想
図

（
小
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
）」を
募

集
し
ま
し
た
。

特
別
賞
［
町
長
賞
］

特
別
賞
［
町
長
賞
］

　もっと、きれいな佐々川になるように、願いをこめて、佐々川
研究所を作りました。夜の佐々川はライトアップもされて、みん
なが泳ぎたくなるような川になっています。佐々川には、生き物
もたくさんで、「ナイト佐々川」はにぎわっています。こんなすて
きな佐々町になっていたら、とってもうれしいです。

ナイト佐々川  人も魚もい～っぱい

口石小学校 4 年 2 組　谷川 由衣さん

自
然
豊
か
　

笑
顔
の
花
を
　

未
来
の
佐
々
へ

佐
々
中
学
校 

２
年
２
組　

中
村 

莉
緒
さ
ん

佐
々
町
に

対
す
る
想
い

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
（
中
学
１
・
２
年
生
を
対

象
）に
、ふ
る
さ
と
佐
々
町
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
標
語

と
し
て
表
す
「
佐
々
町
に
対
す
る
想
い
（
中
学
生
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
）」を
募
集
し
ま
し
た
。

未
来
へ

き
ら
め
く

佐
々
町

小
学
４
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に

「
20
年
後
の
佐
々
町
未
来
予
想
図
」を
、

大
人
に
近
づ
い
て
い
る

中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

「
佐
々
町
に
対
す
る
想
い
」を
標
語
で

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

佐
々
町
の
未
来
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
は
、

ど
ん
な
夢
を
も
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

標　

語
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佐
々
川
は
　
今
も
未
来
も
　

　
　
　
　
　
　
故こ

き

ょ

う郷
の
景
色

豊
か
な
自
然
　
溢
れ
る
人
情
　

　
　
　
　
　
　
我
ら
が
佐
々
町

佐
々
川
の
　
自
然
の
恵
み
　
お
守
り
だ

80
年
の
　
歴
史
と
誇
り
　
佐
々
町
文
化

シ
ロ
ウ
オ
が
　
喜
び
泳
ぐ
　
佐
々
川
だ

シ
ロ
ウ
オ
が
　
ゆ
た
ゆ
た
泳
ぐ
　
佐
々
川
で

20年後の佐々小学校車でいっぱい！

笑顔さく佐々町

佐々小学校 4 年 1 組
浦 優梨子さん

佐々小学校 4 年 1 組
中里 淳之介さん

佐々小学校 4 年 2 組
前田 依応律さん

特
別
賞
［
教
育
長
賞
］

優　

秀　

賞

入　

賞

入　

賞

優　

秀　

賞

佐
々
町
の

　
心
よ
川
よ

　
　
清
ら
か
に

佐
々
中
学
校 

２
年
４
組　

古
荘 
一
樹
さ
ん

佐
々
中
学
校 

１
年
３
組　

芦
塚 

陽
菜
さ
ん

佐
々
中
学
校 

２
年
１
組　

奥
野 

め
い
さ
ん

佐
々
中
学
校 

１
年
３
組　

山
口 　

虎
さ
ん

佐
々
中
学
校 

１
年
４
組　

平
井 

聡
希
さ
ん

佐
々
中
学
校 

１
年
４
組　

日
高 

優
吾
さ
ん

佐
々
中
学
校 

２
年
１
組　

荒
井 

伸
紘
さ
ん

みんなにこにこ虹色佐々町未来の佐々町に願いをこめて…

口石小学校 4 年 3 組　井上 莉麻さん口石小学校 4 年 3 組　末永 紗菜さん

楽しい20年後の
佐々町

口石小学校 
4 年 1 組

坂本 風希さん

いそげ
佐々川魚レース

口石小学校 4 年 2 組
田中 友愛さん

町の人口もお店の数も
日本一！

口石小学校 4 年 1 組
日野 綺乃さん
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佐々松瀬郵便局

熊野神社

皿山公園

真竹谷公園

窯体験施設・陶芸体験館

佐々小学校

清峰高校

佐々中学校
町民体育館

口石小学校

佐々インター

佐々町公民館・
地域交流センター

佐々町役場

佐々郵便局
佐々バスセンター

文化会館

さざなみ保育園

佐々神田保育園

神田駅

北部地区
体育館

農業体験施設

東光寺

千本公園
三柱神社

町立図書館総合福祉
センター

佐々青い実幼児園

正福寺

小浦郵便局

県立佐世保
高等技術専門校

佐々クリーンセンター

でんでんパークさざ

佐世保市西消防署
佐々出張所

サン・ビレッジさざ

南部地区体育館

西九州自動車

第２保育所

MR松浦
鉄道

清峰高校前駅

佐々駅

小浦駅

204

204

204

204

227

227

227

18

古川遊歩道

桜づつみ
遊歩道

皿山直売所

佐々町
マップ

SAZA TOWN 
Illustmap

※掲載している写真は、新型コロナウイルス感染症拡大以前のものを使用しているものもあります。また、撮影の際も新型コロナウイルス感染症対策を行っています。

　佐々町は、昭和16年１月1日に佐々村を佐々
町として町制を施行し、今年で80周年の節目
の年を迎えました。
　昭和16年当時、長崎県内には、4市38町
127村の169市町村があり、村制から町制へ
移行する多くの自治体がありました。
　当時の佐々町の人口は約15,300人でしたが、
炭鉱の急速な発展に伴い、昭和25年頃には、
約20,200人の人口を有するまでに繁栄しまし
た。その後、昭和30年代半ばから40年代半
ばにかけて石炭産業の衰退によって約11,000
人までに人口が激減し、町の活力は大きく低下
することになり、過疎化の一途をたどりました。
　昭和50年代以降、農業の振興や商工業の
発展、企業誘致や西九州自動車道の開通な
どにより、町の活気も回復し続け、現在では
14,000人を超える人口となっています。
　佐々町は、周囲を山々に囲まれ、佐々川の
清らかな流れや四季折々の花々に彩られる、美
しい自然環境に恵まれています。また、佐々駅
や佐々バスセンター、西九州自動車道佐々イン
ターが立地するなど、県北各地域を繋ぐ交通
の要衝でもあり、商業施設が数多く進出するな
ど、自然と生活が調和した快適で住みやすいま
ちでもあります。
　私たちは、郷土を想う先人たちの英知とたゆ
まぬ努力に心から感謝と敬意を表するとともに

これを継承し、誇りあるふるさとへと発展させ
ていかなければなりません。
　今回、町制施行80周年を迎えるにあたって、
『未来へ』をテーマに町勢要覧を発行いたしま
した。
　人と自然がさざめき、ときめくまちが力を生
み、きらめく人がまちを未来へと繋げていく。そ
のような未来への希望あふれる佐々町を、町民
皆様お一人お一人と手を携え、築き上げてい
きたいと考えております。
　これからも、町民の皆様と共に、90年、
100年に向けて、魅力あるまちづくりに取り組ん
でまいりますので、ご指導とご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

令和３年３月

佐々町長　　

古 庄　剛

ごあいさつ
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